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講演予稿集原稿の書き方

　講演予稿集は，オフセット印刷により，著者の原稿をそのまま写真にとって原版とし，B5判に縮刷します．講演

を申し込む会員各位は，本誌挿入の予稿用紙に，次の要領で原稿を作成のうえ，講演申込用紙とともに期限内にお送

り下さい．

　1・原稿用紙必ず本誌挿入の用紙を使用すること．

　　　　　　　　　　図面を含めて1件1頁（用紙は2枚差し上げますが1枚は予備です）．

　2・文字の色　必ず墨または黒色のインクで書くこと．タイプ等の場合も濃い黒色のこと．

　3・　配　　　　置　表題：原稿用紙第1行に書く（長ければ第2行も使う．第1行で済めぽ第2行はあけておく）．

　　　　　　　　　　著者及び勤務先：第3行に書く（著者が多ければ第4行も使う．第3行で済めば第4行はあけ

　　　　　　　　　　ておく）．勤務先にはカッコをつける．

　　　　　　　　　　本文：第5行目（必要な場合は順次繰り下げる）左半から書き始め右半に及ぶように書く．

　4・文字の大きさ　表題：用紙のコマいっばいに書く．なお，表題は申込書に書いたものと同じであること．

　　　　　　　　　　著者及び勤務先：このコマは本文と同一であるが，著者名は，コマをはみ出る程度勤務先は

　　　　　　　　　　コマいっばいに書く．

　　　　　　　　　　本文：なるぺく大きく書く．ただし，かなは漢字より少し小さく書いた方がよい．

　5・図及び表の用紙の枠内の任意の箇所に墨または黒色インクで直接書くか，白紙または青色方眼紙（青色以

　　　送付注意　外は不可）に墨または黒色インクで書いて枠内に貼りつける（全面にのりをつけないこと．た

　　　　　　　　　　だし，写真や図等には折り目が入らないようにして下さい．また，枠外に貼りつけたり書いた

　　　　　　　　　　りした場合はその部分は印刷できないから注意すること．階調のある写真はうまく出ないので

　　　　　　　　　　入れないこと）．中央の折り目の線に沿って2つ折りにして返送すること．その他の部分を折

　　　　　　　　　　ってはいけない．また，しわにならないように注意すること．

　6・　著　　作　　権　予稿集に掲載された文章および図表の著作権は日本気象学会に帰属する．

　7・送付期限昭和63年8月18日一必着一郵便事情によリ期日に遅れないように注意してください．

　8・送　付　先〒305茨城県つくば市長峰1－1

　　　　　　　　　　気象研究所予報研究部内　講演企画委員会（藤部文昭）

　　　　　　　　（注）大会予稿集の予約（新規）は本号挿入のはがきを御利用下さい．

講演用スライドの作成について
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スライド（35㎜マウント）蜆る人の立蹴考慮して鯛1こ作成して下さい．

表や数式の行数は1枚のスライドに7行（最高10行）が適当です．

文字の大きさには特にご留意下さい．

スライドの標準枚数は6～8枚です．

スライドのマウントに番号をつけ，上下を揃えて，当日会場で担当者に渡して下さい．

なお，OHP（オーバーヘッド・ブロジヱクター）も使用可能です．
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